
03.
File No.光をたっぷり取り込む窓

吹き抜けの1～2階に南向きの大きな窓を設置。
階段側から南アルプスが望める。2階の右側は書斎スペース。

山
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
手

す
り
に
金
属
と
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
る

こ
と
で
空
間
に
広
が
り
を
も
た
ら
し
、

シ
ャ
ー
プ
さ
も
創
出
。
壁
の
仕
上
げ
は

木
材
貼
り
で
、
木
目
が
シ
ン
プ
ル
か
つ

個
性
を
醸
し
出
す
。
い
ず
れ
も
Ｙ
さ
ん

の
要
望
を
職
人
技
で
叶
え
た
も
の
だ
。

梁
見
せ
天
井
を
美
し
く
し
た
い
と
い
う

要
望
に
は
、「
化
粧
梁
45
㎝
ピ
ッ
チ
で

い
き
ま
し
ょ
う
」と
同
社
か
ら
提
案
が

な
さ
れ
た
。
心
地
よ
い
無
垢
材
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
も
同
じ
く
だ
。

仕
上
げ
の
美
し
さ
に
も
大
満
足
。
明

確
な
イ
メ
ー
ジ
、
シ
ビ
ア
な
眼
に
経
験

と
技
術
で
応
え
た
家
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
楽
し
む
場
所
に
な
る
。
現
在
は

別
荘
使
い
で
、
２
年
後
移
住
を
予
定
。

登
山
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
音
楽
、
読
書
、

料
理
と
、
趣
味
三
昧
の
日
々
が
楽
し
み

だ
。 大

き
な
窓
か
ら
光
が
降
り
注
ぎ
、
木

目
が
温
か
い
室
内
。
ス
テ
レ
オ
の
音
と

共
に
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
る
。

横
浜
在
住
の
Ｙ
さ
ん
は
都
市
計
画
に

携
わ
る
建
築
士
。
ハ
ー
ド
な
仕
事
の
気

分
転
換
に
と
始
め
た
登
山
に
は
ま
り
、

「
リ
タ
イ
ア
後
は
山
の
近
く
で
暮
ら
し

た
い
」と
考
え
た
。
建
築
の
プ
ロ
だ
が

木
造
住
宅
は
経
験
が
乏
し
い
分
野
。
お

お
よ
そ
の
建
築
概
要
を
書
き
込
ん
だ
設

計
図
を
携
え
て
、
実
現
し
て
く
れ
る
所

を
探
し
に
建
築
会
社
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
Y
さ
ん
。
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
が
、
八
ヶ
岳
エ
リ
ア
で
地
域
の
気

候
・
風
土
・
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
家
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る『
浅
川
建
工
』だ
。

「
土
地
も
、
地
域
を
よ
く
知
る
浅
川
建

工
さ
ん
が
見
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
色
々
な
こ
だ
わ
り
に
気
持
ち
よ
く

応
え
て
い
た
だ
き
、
材
料
な
ど
も
提
案

し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

よ
り
よ
い
提
案
と

プ
ロ
も
満
足
の
仕
上
が
り

イ
メ
ー
ジ
描
い
た
山
の
家
を
、対
話
と
技
術
で
実
現

山
小
屋
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
ち
な
が
ら
、随
所
に
光
る
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
。

抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
対
話
す
る
こ
と
で
カ
タ
チ
に
し
た
家
で
、新
し
い
人
生
の
時
間
を
刻
ん
で
い
く
。
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1.趣味の蕎麦打ちも思い切り楽しめるセミオ
ープンキッチン。背の高さに合わせたオーダーメ
イド。 2.2階の一隅をベッドルーム使い。仕切り
は設けずに、さり気なく空間を分けている。 3.
天井材ありで音を逃がさない音楽のエリア。こ
だわりの音響機器を置くラックはＹさんの自作
だ。 4.外壁は「質感が好きなこと、メンテナンス
フリーの観点から」選んだ金属系サイディング。

階段サイドは図書スペース
壁一面に設けた本棚。横に小窓がある最上段で、
やさしい光を感じながらページをめくるのがお気に入り。

温もりとシャープさが融合
壁に貼った木材は「木目の美しいものを提案してもらいました」。
表面もやすりでなめらかに仕上げている。

asakawa kenkou
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山梨・北杜市

浅川建工
あさかわけんこう

 0551・38・0165　
 山梨県北杜市大泉町西井出2284-2
 9：00～18：00
 無休
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